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当初の目標をやや達成できなかった場合（達成度：８０％程度）

当初の目標どおり達成できた場合（平均的な水準、達成度：１００％）

当初の目標を上回って達成できた場合（達成度：１２０％程度）

当初の目標を大きく上回って達成できた場合（達成度：１５０％程度）

令和６年度

第２次刈谷市文化振興基本計画の進捗状況

達成状況

ＳＤＧｓの達成度において当該事業の内容が見出しの目標に当てはまらない場合

事業を実施しなかった場合（達成度：０％）

当初の目標を達成できなかった場合（達成度：５０％程度）
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基本方針１：文化芸術を生かしたまちづくり

　施策の方向性：（１）文化芸術に親しむ機会の充実（文化芸術に関する関心や理解を深めるための取り組みや、文化芸術に触れる機会を提供します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

国際文化芸術鑑賞・体験 ボランティア団体による着物や茶道の体験教
室の開催など、外国人市民に向けて日本文化
を紹介します。また、外国の文化芸術を鑑
賞・体験できる機会を提供します。

27

国際交流振興事業 ・姉妹都市カナダ・ミササガ市との間で市民団の派遣及
び受入を実施することにより、市民レベルの文化交流を
行う機会を設けます。
・刈谷市国際交流協会事業及び刈谷市国際交流協会親善
ボランティアによる日本文化の紹介や外国文化の鑑賞を
行います。

・ミササガへの市民団の派遣：10人
・クラシックギター演奏会「チェコの音楽を演奏するとと
もにチェコの歴史・文化紹介を実施」：参加者71人　
・多文化交流フェスタ開催（抹茶体験・浴衣体験・外国人
コミュニティや留学生による各国文化の紹介を実施）：来
場者 約800人
・ワールドキッチン開催：参加者29人
・ボランティアによる日本文化（七夕祭り・かるた・書道
など）を通した外国人市民との交流イベントを実施

3 3 3 3 3 継続

市民協働課

2

芸術家の指導による創作
活動

総合文化センター（市民ホール）や美術館に
おいて、芸術家から直接指導を受けながら創
作活動ができる機会を提供します。 27

文化振興事業 中高生向けにオーケストラ関連のワークショップを開催
します。

東京フィルハーモニー交響楽団のメンバーと愛知県在住・
在学の中高生を対象としたワークショップ：4回延べ55人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

2

芸術家の指導による創作
活動

総合文化センター（市民ホール）や美術館に
おいて、芸術家から直接指導を受けながら創
作活動ができる機会を提供します。 27

参加・体験型美術
教育普及事業

夏休み・春休み期間中等にワークショップを実施しま
す。

・春（企画展）のイベント：1回　24人
・夏のイベント：4回　62人
・春のイベント：4回　87人 3 3 3 3 3 継続

美術館

3

市民講座 文化芸術に関する講座を生涯学習センターな
どにおいて開講します。

27

市民講座開設等事
業

各種市民向け講座及びイベントを開催します。 ・講座数：100講座
・受講者数：1,358人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

4

市民大学講座 各界で活躍中の著名人を講師に迎え、市民に
学習の機会を提供します。

27

文化振興事業 各界で活躍中の著名人を講師に迎え、市民に学習の機会
を提供します。

【大ホール】
・渡部陽一：807人、松丸亮吾：1,201人
【小ホール】
・久住昌之：234人、朝日祥之：174人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

5

舞台芸術鑑賞 総合文化センター（市民ホール）において、
音楽、演劇、古典芸能など幅広いジャンルの
舞台芸術作品の鑑賞機会を提供します。 27

文化振興事業 総合文化センター（市民ホール）において、音楽、演
劇、古典芸能など幅広いジャンルの舞台芸術作品の鑑賞
機会を提供します。

【大ホール】
・主催事業：5本　5,859人
・共催事業：13本　23,592人
【小ホール】
・12本　2,608人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

6

文化芸術鑑賞講座 解説付きコンサート、展示会における作品ガ
イドツアー、鑑賞講座などを開催し、文化芸
術に親しむ機会を提供します。 27

文化振興事業 総合文化センターにおいて、解説付きコンサートや鑑賞
講座等文化芸術に親しむ機会を提供します。

・深めて楽しむ　はじめての狂言鑑賞(1DAY講座) 90人
・モーツァルト「戴冠ミサ」を100倍楽しむ講座　37人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

6

文化芸術鑑賞講座 解説付きコンサート、展示会における作品ガ
イドツアー、鑑賞講座などを開催し、文化芸
術に親しむ機会を提供します。 27

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

企画展時に作家、学芸員等によるギャラリー・トークを
行います。

・荒井良二展開催事業：2回　80人
・宇野亞喜良展開催事業：7回　356人

4 3 3 3 3 継続

美術館

7

まちなかコンサート 市内の公共施設を中心にコンサートを開催
し、市民が気軽に演奏を楽しむ機会を提供し
ます。

27

文化振興事業 市内の市民館や小学校に出向いてアウトリーチコンサー
トを開催します。また、北部生涯学習センターで親子向
けコンサートを開催します。

・小垣江市民館：54人、野田市民館：114人
・富士松南小学校：376人、小高原小学校：256人、日高
小学校：532人、小垣江小学校：284人、小垣江東小学
校・特別支援学校：141人
・北部生涯学習センター（和太鼓ワークショップ）：18人
北部生涯学習センター（コンサート）：74人

3 3 3 - 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

8

芸術家との協働 レジデントアーティストなどと連携し、コン
サートやワークショップを開催します。

27

文化振興事業 レジデントアーティストの指導によるコンサートやワー
クショップを開催します。

・コンサート及びワークショップ：6回　948人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針１：文化芸術を生かしたまちづくり

　施策の方向性：（１）文化芸術に親しむ機会の充実（文化芸術に関する関心や理解を深めるための取り組みや、文化芸術に触れる機会を提供します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等
ＳＤＧｓの達成度

項目

8

芸術家との協働 レジデントアーティストなどと連携し、コン
サートやワークショップを開催します。

27

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

作家による企画展開催中の公開制作等の関連イベントを
実施します。

・荒井良二展公開制作：126人
・宇野亞喜良展デザイン・トーク：82人

4 3 3 3 3 継続

美術館

9

メディアアート体験 映像や音楽を用いた芸術作品に親しむ機会を
提供します。

27

文化振興事業 展示ギャラリーにおいて、大学などと連携して映像や音
楽を用いた成果発表などの催しを開催します。

・こどものためのデジタルアート作品展：100人
・ぶきとぼうぐや展：891人
・add展2025　メディアインスタレーション展：153人 3 3 3 - 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

10

オリジナル芸術作品の制
作

刈谷独自の地域資源（歴史・自然・観光・産
業資源など）を取り入れたオリジナルの舞台
作品や映像などを、市民参加で制作します。

27

文化振興事業 出演者や観客が刈谷に愛着をもてるような、地域資源を
取り入れた作品づくりを行います。

・アトリウムコンサートVol.153　アイリス少年少女合唱
団　ひだまりコンサート：198人
・アイリス少年少女合唱団　ウィンターコンサート 
2024：346人
・アイリス少年少女合唱団　コンサート（まなびの広
場）：158人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

11

障害者支援 障害のある人が開催・参加する作品展・文化
展等を支援するなど、文化芸術に触れる機会
の創出を図ります。

27

文化活動業務委託
事業

刈谷市身体障害者福祉協会主催の障害者作品展と社会福
祉協議会主催の市民講座作品展を合同で開催します。

・刈谷市身体障害者福祉協会主催の障害者作品展と社会福
祉協議会主催の市民講座作品展を合同で開催した。
　合計79作品を展示した。5年ぶりに呈茶も実施、延べ61
人が参加。また、事業所利用者40人・15点、特別支援学
級学校児童生徒126人・107点の作品を展示した。
　令和7年2月15日（土)から3日間開催し、301人が来場
した。

3 3 3 3 3 継続

福祉総務課
（社会福祉
協議会含

む）

3



基本方針１：文化芸術を生かしたまちづくり

　施策の方向性：（２）文化芸術の情報発信の充実（文化芸術活動に参加しやすくするための情報提供を充実させます）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを活用するなど、文化芸術に関するイベン
トの情報を発信します。 28

― 各種イベントに関する情報をホームページ等を活用して
周知します。

各種イベントに関する情報をホームページや市民だよりに
加え、あいかりや刈谷市公式LINEへ掲載することで周知を
図った。 3 3 3 - - 継続

文化観光課
（文化振興

係）

1

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを活用するなど、文化芸術に関するイベン
トの情報を発信します。 28

― 企画展、常設展等の展覧会、ワークショップなどのイベ
ント情報をホームページへ掲載するとともに、チラシの
配布等により周知します。

展覧会等のイベント情報について、チラシを配布する他、
ホームページに掲載し周知を図った。

3 3 3 3 3 継続

美術館

1

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを活用するなど、文化芸術に関するイベン
トの情報を発信します。 28

― 各種展覧会およびイベント等に関する情報をホームペー
ジやSNS等を活用して発信していきます。

各種展覧会およびイベント等に関する情報を、ホームペー
ジや市民だより、X（旧Twitter）に掲載し、周知を図っ
た。 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

1

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを活用するなど、文化芸術に関するイベン
トの情報を発信します。 28

生涯学習推進事業
文化振興事業

市ホームページや刈谷市総合文化センターホームページ
において、講座やイベントの情報を掲載します。

・市ホームページ及び刈谷市総合文化センターホームペー
ジやSNSにおいて、講座やイベントの情報を掲載

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

1

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを活用するなど、文化芸術に関するイベン
トの情報を発信します。 28

― おはなし会の開催日程や、月替わりのテーマに沿った本
を集めたテーマ棚の紹介を行います。

ホームページやあいかり、Twitterを通じて各種イベントや
本の紹介を行った。
・X（旧Twitter）情報発信件数：107件 3 - - - - 継続

図書館

2

情報誌等の活用 市民誰もが情報を受け取れるよう、イベント
案内を情報誌などに掲載するとともに、観光
案内所や小中学校、障害者施設等を通じて、
情報を発信します。

28

― 国指定文化財や近代化遺産に関するイベントや無形民俗
文化財の祭礼等に関する情報を地域の情報誌等に掲載し
てもらうよう働きかけるなど情報発信を行います。

・依佐美送信所記念館ガイドボランティアの会の作成によ
る依佐美送信所パンフレットを市内の中学１年生に配布し
た。 3 3 3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興
係・観光

係）

2

情報誌等の活用 市民誰もが情報を受け取れるよう、イベント
案内を情報誌などに掲載するとともに、観光
案内所や小中学校、障害者施設等を通じて、
情報を発信します。

28

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

フリーペーパー、季刊誌などに展覧会情報等を掲載し、
情報の発信を行います。

・荒井良二展開催事業：5社
・宇野亞喜良展開催事業：6社

3 3 3 3 3 継続

美術館

2

情報誌等の活用 市民誰もが情報を受け取れるよう、イベント
案内を情報誌などに掲載するとともに、観光
案内所や小中学校、障害者施設等を通じて、
情報を発信します。

28

めでたきとり展開
催事業、石器時代
を生きる展開催事
業、土井利位展開
催事業、参加・体
験型歴史文化教育
普及事業

フリーペーパー、季刊誌などに展覧会情報およびイベン
ト等を掲載し、情報の発信を行います。

・めでたきとり展：フリーペーパー2社、ウェブマガジン2
社
・石器時代を生きる展：フリーペーパー2社、ウェブマガジ
ン1社
・土井利位展：フリーペーパー2社、ウェブマガジン3社、
季刊誌1社

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

情報誌等の活用 市民誰もが情報を受け取れるよう、イベント
案内を情報誌などに掲載するとともに、観光
案内所や小中学校、障害者施設等を通じて、
情報を発信します。

28

生涯学習推進事業
文化振興事業

刈谷市生涯学習情報サイト「よかよかガイド」や、刈谷
市総合文化センター情報誌「カリヤノ」、文化工房かり
や広報誌「BUN-KA」などを活用し、効果的な情報発信
を行います。

・刈谷市生涯学習情報サイト「よかよかガイド」：随時更
新
・刈谷市総合文化センター情報誌「カリヤノ」：年4回発行
・文化工房かりや広報誌「BUN-KA」：年1回発行

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

3

パブリシティの促進 文化芸術に関する事業が、ニュースや新聞、
雑誌等にとりあげられるよう情報発信しま
す。

28

― 各種イベント情報等についてニュースや新聞等でとりあ
げられるように働きかけます。

・小堤西池のカキツバタ群落（開花時期）：テレビ2件、新
聞等3件
・依佐美送信所記念館：テレビ2件

3 3 3 - 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

ＳＤＧｓの達成度
項目

4



基本方針１：文化芸術を生かしたまちづくり

　施策の方向性：（２）文化芸術の情報発信の充実（文化芸術活動に参加しやすくするための情報提供を充実させます）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等
ＳＤＧｓの達成度

項目

3

パブリシティの促進 文化芸術に関する事業が、ニュースや新聞、
雑誌等にとりあげられるよう情報発信しま
す。 28

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

県内外の報道機関等に、展覧会情報を発信します。 展覧会に関する情報が、新聞やラジオ等で取り上げられ
た。

3 3 3 3 3 継続

美術館

3

パブリシティの促進 文化芸術に関する事業が、ニュースや新聞、
雑誌等にとりあげられるよう情報発信しま
す。

28

めでたきとり展開
催事業、石器時代
を生きる展開催事
業、土井利位展開
催事業

県内外の報道機関等に、展覧会情報を発信します。 報道関係情報提供資料による情報提供のほか、中部芸術文
化記者クラブへの情報提供または定例会での説明を行っ
た。
企画展に関する情報が新聞、ラジオ等で取り上げられた。 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

3

パブリシティの促進 文化芸術に関する事業が、ニュースや新聞、
雑誌等にとりあげられるよう情報発信しま
す。 28

文化振興事業 刈谷市総合文化センターのイベント情報を、新聞広告や
ラジオ放送によって情報発信します。

・新聞広告：2件
・フリーペーパー等の雑誌掲載：7件

3 3 3 - 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

3

パブリシティの促進 文化芸術に関する事業が、ニュースや新聞、
雑誌等にとりあげられるよう情報発信しま
す。 28

― 図書館で実施するイベント等に関して刈谷ホームニュー
スやキャッチのピッチFMを用いて広報します。
また、電子図書館についてPRします。

・取材件数：3件

4 - - - - 継続

図書館

4

市民活動情報サイトの活
用

文化芸術に関するボランティア団体の情報を
掲載し、市民や団体に活動内容を発信しま
す。 28

市民ボランティア
活動支援事業

衣浦定住自立圏３市１町によるイベントやボランティ
ア、団体情報を掲載できるWebシステムの管理・運用を
行うとともに、市民ボランティア活動センタースタッフ
による、ボランティアをしたい人とボランティアに来て
ほしい人のコーディネートを行います。

・情報サイトPRのため、東浦町総合ボランティアセンター
「なないろ」１０周年特別企画「なないろフェスタ」に
て、かりや衣浦つながるねットブースを開設した。
・ボランティア相談に関するマッチング：87件

3 - - 3 - 継続

市民協働課

5

ネット会員へのサービス
提供

総合文化センター（市民ホール）において開
催する公演を対象に、チケットの優先販売、
メールマガジンによる情報提供を行うととも
に、ネット会員の一層の確保に努めます。

28

文化振興事業 総合文化センター（市民ホール）において開催する公演
を対象に、チケットの優先販売、メールマガジンによる
情報提供を行うとともに、ネット会員の一層の確保に努
めます。

・市の主催または共催の大ホール事業について、チケット
の市民先行予約受付を実施
・ネット会員数：29,351人 3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

5



基本方針2：文化芸術の観光への活用

　施策の方向性：（１）観光振興との連携（文化資源を活用した観光の活性化を図り、本市の文化芸術の魅力を発信します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

各種イベントへの参加 歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

29

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・水野家ゆかりのまち交流イベント参加回数：3回
・刈谷城盛上げ隊出演回数：35回

3 3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興
係・観光

係）

1

各種イベントへの参加 歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

29

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・刈谷城盛上げ隊出演回数：12回（郷土資料館3回、歴史
博物館9回）

3 3 3 3 継続

歴史博物館

1

各種イベントへの参加 歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

29

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・魅力発信イベント参加回数：8回

3 - - - 継続

企画政策課

1

各種イベントへの参加 歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

29

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・PRブース等各種イベントへの参加回数：0回

0 0 0 0 継続

広報広聴課

2

ポップカルチャーの発
信・支援

アニメや漫画などの大衆向けの文化に関連し
たイベントの情報発信と支援を行います。

29

観光協会補助事業 刈谷アニメcollectionを開催し、アニメや漫画などの大
衆向けの文化に関する情報を発信していきます。

・刈谷アニメcollection開催
　来場者数：12,000人

3 - 3 3 継続

文化観光課
（観光係）

3

無形民俗文化財等の活用 誘客を図るため、市内の無形民俗文化財等を
市内外に広く発信します。

29

― 積極的にメディア出演するなど、指定の無形民俗文化財
等のPR活動を行います。

「万燈祭」、「野田雨乞笠おどり」等の無形民俗文化財に
関する各種イベント情報を、ホームページや広報誌等に掲
載し、PR活動を行った。 3 - 3 3 継続

文化観光課
（文化振興
係・観光

係）

4

無形民俗文化財等の披
露・支援

無形民俗文化財等の保存団体が、国や県が主
催する大会などに参加することを支援しま
す。 29

民俗芸能啓発事業 無形民俗文化財保存団体等が国民文化祭等の大会に出演
する場合、出演経費に対する補助を行うなど支援しま
す。

実績なし

0 0 0 0 継続

文化観光課
（文化振興

係）

5

歴史関連施設の活用 歴史博物館や郷土資料館、依佐美送信所記念
館などへのさらなる来館を促すため、企画展
示やイベントを行います。

29

依佐美送信所記念
館ガイド事業

依佐美送信所記念館において、来館者に対するガイドや
企画展を開催します。

・来館者数：26,435人
・ガイド利用者数：3,376人
・企画展示「渋沢栄一展」（R3～継続）
・依佐美送信書記念館ガイドツアー及びクイズラリーの実
施　ガイドツアー参加者：11人、クイズラリー参加者：
50人

3 3 - 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

5

歴史関連施設の活用 歴史博物館や郷土資料館、依佐美送信所記念
館などへのさらなる来館を促すため、企画展
示やイベントを行います。

29

めでたきとり展開
催事業、石器時代
を生きる展開催事
業、土井利位展開
催事業、次期企画
展開催準備事業

歴史博物館における企画展の開催及び次年度以降の企画
展の準備を行います。

・めでたきとり展：4,020人
・石器時代を生きる展：4,622人
・土井利位展：1,833人

3 3 3 3 継続

歴史博物館

5

歴史関連施設の活用 歴史博物館や郷土資料館、依佐美送信所記念
館などへのさらなる来館を促すため、企画展
示やイベントを行います。

29

― 郷土資料館における企画展の開催及び次年度以降の企画
展の準備を行います。

・五月人形展示：1,199人
・はた織り道具展：1,430人
・郷土資料館の今昔：1,571人
・ひな祭り展示：1,944人
・写真で振り返ろう！刈谷の歴史：422人

3 3 3 3 継続

郷土資料館

ＳＤＧｓの達成度
項目

6



基本方針2：文化芸術の観光への活用

　施策の方向性：（１）観光振興との連携（文化資源を活用した観光の活性化を図り、本市の文化芸術の魅力を発信します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等
ＳＤＧｓの達成度

項目

6

歴史的資源の活用 歴史の小径を活用した史跡めぐりなどを通じ
て、市内の歴史的資源を広く発信します。

29

文化財保存管理事
業

必要に応じて「歴史の小径」をはじめとするパンフレッ
ト類の製作を行い、市内の歴史的資源を広く発信してい
きます。

・歴史の小径増刷（東海道、重原・半城土・野田、鎌倉街
道　各2,000部、刈谷城・天誅組3,000部）

3 3 3 3 継続

歴史博物館

6

歴史的資源の活用 歴史の小径を活用した史跡めぐりなどを通じ
て、市内の歴史的資源を広く発信します。

29

史跡めぐり開催事
業

刈谷の文化財や歴史に気軽に触れ、学ぶことができる史
跡めぐりを「刈谷ふるさとガイドボランティアの会」に
ガイド委託して開催します。（３回）

・実施：3回、参加者数：154人

3 3 3 3 継続

歴史博物館

7

小堤西池のカキツバタ群
落の活用

国指定の天然記念物である小堤西池のカキツ
バタ群落の魅力を、さまざまな機会を捉え
て、市内外に広く発信します。 29

国指定文化財保護
増殖事業

カキツバタ開花時期に各種メディアにPRするとともに、
自然見学会等を通じて保護活動の意義や内容についても
一般に発信します。

・小堤西池のカキツバタ群落（開花時期）：テレビ2件
・自然見学会参加者数（2日間）：70人

3 3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

7



基本方針3：歴史・文化財等の継承と発信及び活用

　施策の方向性：（１）歴史・文化財等の保存・継承（文化財等の収集と保存に努め、次世代へ継承します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

歴史博物館の活用 歴史博物館を歴史資料の保存・継承の場とし
て活用し、市民誰もが歴史に親しみ、学ぶ機
会を提供します。 30

歴史博物館施設管
理事業

歴史資料の保存・継承の場としての環境を最適に保つた
め空調管理等の維持管理を適切に行います。

・建物清掃委託
・空調設備保守管理業務委託
・自動制御設備保守管理業務委託
・エレベーター保守管理業務委託　ほか

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

歴史資料の収集・整理・
保存・活用

収集・寄託された古文書をはじめとする歴史
資料の整理や、出土した埋蔵文化財の適正な
保存を図り、市民が歴史に親しみ、学ぶ機会
を提供します。

30

市史資料整理活用
事業

歴史に関わる資料の調査・整理を行うことで、歴史資料
の保存と活用を図ります。

・資料調査を実施：23回
・資料整理を実施
・新聞データを整理 3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

歴史資料の収集・整理・
保存・活用

収集・寄託された古文書をはじめとする歴史
資料の整理や、出土した埋蔵文化財の適正な
保存を図り、市民が歴史に親しみ、学ぶ機会
を提供します。

30

埋蔵文化財調査整
理事業

試掘調査や緊急発掘調査に伴う出土遺物を適正に整理し
ます。

・市内遺跡出土遺物の整理　
・窓口照会：373件
・試掘・確認調査：22件　
・工事立会：42件

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

3

デジタル化の推進 歴史資料などをデジタル化し、歴史博物館に
おいて閲覧できるようにします。

30

収蔵品管理システ
ム管理事業

歴史博物館の収蔵品管理システムを管理・運用します。 収蔵品管理システムを管理・運用した。

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

4

遺跡・文化財等の調査 開発に伴う遺跡の調査や、文化財等の調査を
行います。

30

埋蔵文化財調査整
理事業

文化財保護法に基づき、開発に伴う試掘調査や緊急発掘
調査を適正に実施します。

・市内遺跡出土遺物の整理　
・窓口照会：373件
・試掘・確認調査：22件　
・工事立会：42件

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

5

刈谷城址の保存・活用 刈谷城址の調査研究を行い、歴史・文化財等
を生かしたまちなみづくりやイベントなどに
活用します。 30

魅力あふれる公園
づくり事業

魅力あふれる公園づくり構想の亀城公園の将来構想の実
現に向けた取り組みを推進する。

・魅力あふれる公園づくり推進委員会：１回
・サウンディング型市場調査：１回
・ロードマップ策定
・刈谷城整備に向けた事業者の公募手続き

3 - - 3 - - 継続

公園整備課

6

近代化遺産の保存・活用 近代化遺産（依佐美送信所の送信設備など）
を保存し、市民が歴史に親しみ、学ぶ機会を
提供します。 30

依佐美送信所記念
館ガイド事業

依佐美送信所記念館において、ガイドボランティアによ
るガイドを実施します。

・ガイド利用者数：3,376人

3 3 3 - - 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

7

歴史的建造物の保存・活
用

歴史的建造物（神社仏閣、古民家など）を保
存し、イベントや歴史・文化財等を生かした
まちなみづくりに活用します。 30

歴史的建造物の保
存・活用に係る調
査研究

「刈谷市中心市街地まちづくり基本計画」により設定し
た「歴史文化交流ゾーン」内に所在する歴史的建造物の
保存・活用に向けて調査、研究を実施します。

古民家の有効活用に向けて、民間活力の導入も含めて引き
続き調査、検討を行った。

3 - - 3 - - 継続

企画政策課

7

歴史的建造物の保存・活
用

歴史的建造物（神社仏閣、古民家など）を保
存し、イベントや歴史・文化財等を生かした
まちなみづくりに活用します。 30

歴史的建造物の保
存・活用に係る調
査研究

「刈谷市中心市街地まちづくり基本計画」により設定し
た「歴史文化交流ゾーン」内を中心とした歴史的建造物
の保存・活用に向けて調査、研究を実施します。

古民家などの歴史的建造物の有効活用に向けて、民間活力
の導入も含めて引き続き調査、検討を行った。

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

8

文化財等の保存支援 市指定の有形文化財や民俗文化財、また無形
民俗文化財の道具などの修復補助を行い、適
正な保存を支援します。 30

文化財保存事業費
補助事業

必要に応じて、市指定の有形文化財や民俗文化財、また
無形民俗文化財の道具などの修復補助を行い、適正な保
存を支援します。

・市指定史跡「井ケ谷古窯跡群（松根第3号窯）」の保存
・市指定文化財「地獄の絵巻物」の修復
・市指定天然記念物「クスノキ」の樹勢回復 3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

9

無形民俗文化財等の伝承
支援

無形民俗文化財等の保存団体に、伝承活動の
支援を行います。

30

民俗芸能啓発事業 無形民俗文化財保存団体等が国民文化祭等の大会に出演
する場合、出演経費に対する補助を行うなど支援しま
す。

実績なし

0 0 - 0 - 0 継続

文化観光課
（文化振興

係）

ＳＤＧｓの達成度
項目

8



基本方針3：歴史・文化財等の継承と発信及び活用

　施策の方向性：（１）歴史・文化財等の保存・継承（文化財等の収集と保存に努め、次世代へ継承します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等
ＳＤＧｓの達成度

項目

9

無形民俗文化財等の伝承
支援

無形民俗文化財等の保存団体に、伝承活動の
支援を行います。

30

― 愛知県が主催する伝統芸能の保存団体を小中学校に派遣
し、民俗芸能を紹介する事業（伝統文化出張講座）を支
援します。

実績なし

0 0 - 0 - 0 継続

文化観光課
（文化振興

係）

9

無形民俗文化財等の伝承
支援

無形民俗文化財等の保存団体に、伝承活動の
支援を行います。

30

歴史文化観光行事
等開催補助事業

大名行列、万燈祭及び野田雨乞笠おどりといった各種保
存団体が開催する歴史文化行事の開催に要する経費を補
助します。

・万燈祭：5,147,300円
・野田雨乞笠おどり：114,000円

3 - - 3 - 3 継続

文化観光課
（観光係）

10

無形民俗文化財等の披
露・支援（再掲）

無形民俗文化財等の保存団体が、国や県が主
催する大会などに参加することを支援しま
す。 30

民俗芸能啓発事業 無形民俗文化財保存団体等が国民文化祭等の大会に出演
する場合、出演経費に対する補助を行うなど支援しま
す。

実績なし

0 0 - 0 - 0 継続

文化観光課
（文化振興

係）

11

小堤西池のカキツバタ群
落の保護・増殖

専門家の指導のもと、除草作業や竹の伐採な
どを行い、カキツバタが増殖しやすい環境を
整備します。 30

国指定文化財保護
増殖事業

除草作業や清掃等の委託など小堤西池のカキツバタ群落
の保護対策を実施します。

・小堤西池のカキツバタを守る会への業務委託
　除草作業（9月の4日間）：参加者数498人（守る会会員
を含む）
・樹木伐採、竹処理、保存対策調査委員による各種調査等
を実施

3 3 - 3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

9



基本方針3：歴史・文化財等の継承と発信及び活用

　施策の方向性：（２）歴史・文化財等に親しむ機会の充実（文化財等を活用し、歴史・文化財等に親しむ機会を充実させます）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

歴史博物館企画展 テーマを定めた企画展を開催し、歴史や文化
財等を学ぶ機会を提供します。

31

めでたきとり展開
催事業、石器時代
を生きる展開催事
業、土井利位展開
催事業、次期企画
展開催準備事業

歴史博物館における企画展の開催及び、次年度以降の企
画展の準備を行います。

・めでたきとり展　4,020人
・石器時代を生きる展　4,622人
・土井利位展開催事業　1,833人

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

歴史博物館常設展 収蔵した歴史資料を中心に常設展を開催し、
歴史や文化財等を学ぶ機会を提供します。

31

収蔵・展示等管理
事業

展示・収蔵品および設備の管理を行うことで、展示品・
収蔵品の劣化を防ぐとともに、地域の人々に歴史文化の
魅力を提供します。

・常設展示室の保守点検を実施
・常設展を開催：306日　22,261人

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

3

歴史博物館祭り展示・体
験

万燈や山車などを展示し、体験コーナーで市
民が祭りを肌で感じられる機会を提供しま
す。 31

収蔵・展示等管理
事業

展示・収蔵品および設備の管理を行うことで、展示品・
収蔵品の劣化を防ぐとともに、地域の人々に歴史文化の
魅力を提供します。

・祭り展示室の保守点検を実施
・祭り展示室で展示を実施：306日　18,474人

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

4

郷土資料館常設展 民具を中心とした収蔵品の常設展を開催し、
昭和の暮らしを学ぶ機会を提供します。

31

― 民具を中心とした収蔵品の常設展を開催します。 ・開館日：306日
・入場者数：8,894人

3 3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

5

伝統文化体験講座 郷土資料館において、はた織り体験講座を継
続して実施するとともに、歴史博物館におい
ても伝統文化を体験できる講座を実施しま
す。

31

参加・体験型歴史
文化普及事業

歴史博物館において、歴史文化体験講座を開催します。 ・歴史体験講座：10回　180人

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

5

伝統文化体験講座 郷土資料館において、はた織り体験講座を継
続して実施するとともに、歴史博物館におい
ても伝統文化を体験できる講座を実施しま
す。

31

郷土文化教育普及
事業

郷土資料館において、「おさの会」へ事業委託し、はた
織り体験講座を開催します。

・はた織り体験講座：11人
・親子はた織り教室：106人
・はた織り体験：515人 3 3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

6

史跡めぐり ボランティア団体と連携しながら、史跡を散
策し、刈谷の歴史を学ぶ機会を提供します。

31

史跡めぐり開催事
業

「刈谷ふるさとガイドボランティアの会」に委託し、年
3回の史跡めぐりを開催します。

・実施：3回、参加者数：154人

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

7

加藤与五郎展示室の活用 南部生涯学習センターにある加藤与五郎展示
室を活用し、郷土の偉人の業績を市民に伝え
ます。 31

南部生涯学習セン
ター施設管理事業

南部生涯学習センターにある加藤与五郎展示室を活用
し、郷土の偉人の業績を市民に伝えます。

・加藤与五郎展示室の利用者数：842人

3 3 3 3 - - 継続

生涯学習課
（南部生涯
学習セン
ター）

8

村上文庫の活用 村上文庫に関する情報を発信し、公開しま
す。

31

貸出閲覧管理事業 デジタルアーカイブ閲覧用パソコンにより、利用者が村
上文庫を自由に閲覧及び複写することができるサービス
を提供します。

・デジタル及び原本の閲覧、複写等の利用：43件
・村上文庫等検索閲覧システム　　閲覧数：4,463件

5 3 - - - - 継続

図書館

9

障害者支援 障害のある人が歴史・文化財等に触れる機会
の創出を図ります。

31

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

障害のある人が文化芸術作品に触れられるよう、企画展
の無料化を実施します。

有料企画展の入場料を無料化した。
・荒井良二展：741人
・宇野亞喜良展：1,148人 3 3 3 3 3 3 継続

美術館

9

障害者支援 障害のある人が歴史・文化財等に触れる機会
の創出を図ります。

31

めでたきとり展開
催事業、土井利位
展開催事業

障害のある人が文化芸術作品に触れられるよう、企画展
の無料化を実施します。

有料企画展の入場料を無料化した。
・春（めでたきとり展）224人
・秋（土井利位展）　　158人 3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

ＳＤＧｓの達成度
項目

10



基本方針3：歴史・文化財等の継承と発信及び活用

　施策の方向性：（３）歴史・文化財等の資源の情報発信（貴重な文化財等の情報発信を行い、まちづくりなどに活用します）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

各種イベントへの参加
（再掲）

歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

31

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・水野家ゆかりのまち交流イベント参加回数：3回
・刈谷城盛上げ隊出演回数：35回

3 3 3 3 - 3 継続

文化観光課
（文化振興
係・観光

係）

1

各種イベントへの参加
（再掲）

歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

31

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・刈谷城盛上げ隊出演回数：12回（郷土資料館3回、歴史
博物館9回）

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

1

各種イベントへの参加
（再掲）

歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

31

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・魅力発信イベント参加回数：8回

3 - - - - - 継続

企画政策課

1

各種イベントへの参加
（再掲）

歴史文化を紹介するＰＲブースの出展や、刈
谷城盛上げ隊によるＰＲを行います。

31

刈谷の魅力発信事
業

本市の魅力や歴史文化を市内外に広く紹介するために、
観光イベントやゆかりの自治体が実施するイベントに参
加しPRブースを出展するとともに、刈谷城盛上げ隊によ
るPRを行います。

・PRブース等各種イベントへの参加回数：0回

0 0 - 0 - 0 継続

広報広聴課

2

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを作成します。また、広報紙や文化財マッ
プ、パンフレット等を配布し、歴史や文化財
等を広く発信します。

31

刈谷の魅力発信事
業

水野家ゆかりの市町の紹介パンフレットを配布します。 ・主な配布実績
　水野家ゆかりのまちイベント等：4回

3 3 - - - 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

2

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを作成します。また、広報紙や文化財マッ
プ、パンフレット等を配布し、歴史や文化財
等を広く発信します。

31

文化財保存管理事
業

必要に応じて「歴史の小径」パンフレット等を増刷し、
広く発信していきます。

・歴史の小径増刷（東海道、重原・半城土・野田、鎌倉街
道　各2,000部、刈谷城・天誅組3,000部））

3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

ホームページ等の活用 市民誰もが閲覧しやすいホームページやＳＮ
Ｓを作成します。また、広報紙や文化財マッ
プ、パンフレット等を配布し、歴史や文化財
等を広く発信します。

31

― 各種展覧会およびイベント等に関する情報をホームペー
ジやSNS等を活用して発信していきます。

各種展覧会およびイベント等に関する情報を、ホームペー
ジや市民だより、X（旧Twitter）に掲載し、周知を図っ
た。 3 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

ＳＤＧｓの達成度
項目

11



基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　①総合文化センター（市民ホール）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

ホールやリハーサル室の
活用

市民の文化芸術への興味関心を向上させるた
め、幅広いジャンルの公演を開催します。

32

文化振興事業 市民の文化芸術への興味関心を向上させるため、幅広い
ジャンルの公演を開催します。

・舞台公演やクラシックコンサートに加え、狂言といった
古典芸能や朗読劇等を開催

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

2

ギャラリーの活用 文化芸術活動を行う人たちを支援するため、
ギャラリーで学生や若手作家などの作品を展
示します。 32

文化振興事業 文化芸術活動を行う人たちを支援するため、ギャラリー
で学生や若手作家などの作品を展示します。

・こどものためのデジタルアート作品展：100人
・add展2025　メディアインスタレーション展：153人

3 3 3 - 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

3

アトリウムの活用 市民が気軽に音楽に触れることができるよ
う、アトリウムを会場として、コンサートを
開催します。 32

文化振興事業 指定管理者主催のアトリウムコンサートのほか、文化工
房かりや主催のアールマルシェを開催します。

・アトリウムコンサート：13回　1,607人
・アールマルシェ：2回　229人

3 3 3 - 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　②図書館

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

読書講演会 講演会を開催し、読書の啓発と市民の学習意
欲向上を図ります。

32

講座等開催事業 講師を招いて読書講演会を開催します。 ・演題：マンガを描きながら子育てトーク～育つ喜び・育
てる楽しさ～　
・高野優氏（育児漫画家・イラストレーター）
・参加者数：66人

3 3 - - - 継続

図書館

2

展示会 図書館内に刈谷にまつわることや時事に関す
るコーナーを設け、参考資料を紹介・提供し
ます。 32

― 刈谷市出身の童話作家である森三郎の周知を目的に「森
三郎常設展」（森三郎関連の書籍、品等の展示）を実施
します。

展示コーナーを貸出していない時は、中央図書館展示コー
ナーにて「森三郎常設展」（森三郎関連の書籍、品等の展
示）を実施した。 3 3 - - - 継続

図書館

3

図書資料の収集・保存・
提供

図書・視聴覚などの図書資料を収集・保存・
分類配列し、閲覧や貸出を行うとともに、資
料の利用相談に応じます。 32

図書等購入事業 図書・視聴覚などの図書館資料を収集・保存・分類配列
し、市内３館の図書館と４つの市民センターの図書室で
閲覧や貸出を行います。また、利用者からの資料に関す
る相談等にも応じます。

・購入冊数：15,096冊
・貸出冊数：1,304,645冊
・貸出人数：283,171人 3 3 - - - 継続

図書館

4

学校への図書配送 小中学校などの要望に応じて図書資料を配送
し、学習内容に対応した資料の提供に努めま
す。 32

貸出閲覧管理事業 市内15小学校・6中学校・特別支援学校からの要望に応
じて、朝の読書時間や調べ学習に適した資料を提供・配
送します。

・配送箱数：1,215箱（15小学校：1,202箱、3中学校：
11箱、特別支援学校：2箱）
・配送冊数：46,854冊（15小学校：46,501冊、3中学
校323冊、特別支援学校：30冊）

4 4 - - - 継続

図書館

5

おはなし会 図書館や市民センターなどにおいて、おはな
し会やストーリーテリングを定期的に開催
し、読書を啓発します。 32

― 市内の図書館３館において、おはなし会・おはなしひろ
ば（乳幼児対象）・ストーリーテリングの会などのイベ
ントを定期的に実施します。また、不定期で森三郎童話
をテーマにしたおはなし会等も開催します。

・おはなし会：36回（中央22、城町2、富士松12）
・おはなしひろば（乳幼児向けのおはなし会）：中央12回
・ストーリーテリングのおはなし会：中央11回 4 4 3 - - 継続

図書館

6

学校・大学等との連携 学校、大学などの図書館と連携し、相互貸借
による蔵書の公開に取り組みます。

32

― 大学図書館等が所蔵する資料で、利用者が閲覧を希望す
る場合に相互貸借を行い資料の提供に努めます。

・借受件数（大学⇒刈谷市）：1件
・貸出件数（刈谷市⇒大学）：2件

3 - - - - 継続

図書館

7

森三郎の顕彰 森三郎にちなんだ創作童話の募集及び表彰を
定期的に行うとともに、毎年小中学生から森
三郎作品の読書感想文や創作作文を募集し、
表彰します。

32

森三郎顕彰事業 森三郎にちなんだ創作童話を募集し、表彰の実施及び最
優秀賞受賞作品を本にして全国の公共図書館へ寄附しま
す。また、毎年小中学生から森三郎作品の読書感想文や
創作作文を募集し、表彰します。

・森三郎童話賞子ども部門応募数：1,918点
・森三郎童話賞最優秀賞受賞作品寄贈点数：なし（3年に1
回：次回は令和8年度） 3 3 3 - - 継続

図書館

8

活字文化の普及啓発 ボランティア団体と協働で、読み聞かせやス
トーリーテリングを実施し、活字文化の普及
啓発を図ります。 32

― おはなし会やストーリーテリングの実施に加え、毎年実
施する講演会等のテーマに沿った本を紹介することで活
字文化の普及啓発を図ります。

・おはなし会、おはなしひろば、ストーリーテリングのお
はなし会を実施
・読書講演会を実施し、関連本を紹介 3 3 3 - - 継続

図書館

9

多言語による情報提供 外国人が利用しやすいよう、英語、ポルトガ
ル語、中国語等による案内や多言語による図
書資料の収集・提供をします。 32

― 外国人が利用しやすいように、英語、ポルトガル語、中
国語などによる館内案内や外国図書の収集・提供をしま
す。

・英語、ポルトガル語、中国語、タガログ語表記の利用案
内パンフレット・リクエスト用紙を配布
・外国図書：7,027冊所蔵 4 3 - - - 継続

図書館

10

情報提供サービスの充実 資料のデジタル化により電子情報を充実さ
せ、図書資料と電子情報を組み合わせた情報
提供に取り組むとともに、幅広い資料を収集
することで、情報の充実を図ります。

32

― 利用者閲覧用パソコンを設置することで、図書資料に加
え電子情報を提供します。また、国立国会図書館デジタ
ル化資料送信サービスを運用することで利用者により充
実した情報を提供します。

・国立国会図書館資料送信サービス閲覧件数：3件
・国立国会図書館資料送信サービス複写件数：2件（計43
枚） 3 - - - - 継続

図書館

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　③美術館

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

美術館企画展 近代の美術、郷土の芸術家の作品、絵本原
画、現代アートなどの美術作品を中心に企画
展を実施します。 33

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

近代の美術、郷土の芸術家の作品、絵本原画、現代アー
トなどの美術作品を中心に企画展を実施します。

・荒井良二展開催事業：12,300人
・宇野亞喜良展開催事業：17,358人

3 3 3 3 3 継続

美術館

2

美術館常設展 美術館が収蔵する近代の美術、郷土の芸術家
の作品、絵本原画、現代アートなどの美術作
品の常設展を実施します。

33

一般企画展等実施
事業

収蔵作品による常設展示を年4回開催します。 ・第Ⅰ期「Ｎｅｗ　Ｃｌｌｅｃｔｉｏ展」：27日間　
5,545人
・第Ⅱ期「杉本健𠮷展」：32日間　6,944人
・第Ⅲ期「和田英作展」：38日間　15,812人
・第Ⅳ期「おしゃべりな絵？！」：42日間　6,924人

3 3 3 3 3 継続

美術館

3

個人呈茶 佐喜知庵で呈茶を実施し、伝統文化である茶
道に気軽に親しむ機会を提供します。

33

一般企画展等実施
事業

佐喜知庵での個人呈茶の実施を刈谷茶好会に委託しま
す。

・開催日数：138日
・利用者数：6,612人

3 3 3 3 3 継続

美術館

4

教育機関との連携 企画展と関連させた児童・生徒を対象とした
鑑賞会のほか、教員対象の鑑賞会や鑑賞教育
の研究会を実施します。 33

荒井良二展開催事
業
宇野亞喜良展開催
事業

小中学生等の企画展鑑賞等の受け入れ、教員向け特別鑑
賞会を実施します。

・荒井良二展開催事業：194人
・宇野亞喜良展開催事業：320人

3 3 3 3 3 継続

美術館

5

教育普及 創作体験、美術作品の解説ツアー、子ども向
けの体験事業など、企画展と関連させなが
ら、美術を学ぶ機会を提供します。 33

参加・体験型美術
教育普及事業

企画展関連のワークショップ及び夏休み・春休み期間中
等に子ども向けワークショップを開催します。

・春（企画展）のイベント：1回　24人
・夏のイベント：4回　62人
・春のイベント：4回　87人 3 3 3 3 3 継続

美術館

6

市民ギャラリー 美術家や美術団体などの作品発表の場とし
て、展示室の貸出を行います。

33

施設管理事業 展示室の貸出を行い、市内外の美術団体等の作品発表の
場を提供します。

・57団体　42,362人

3 3 3 3 3 継続

美術館

7

美術作品の購入・受入 近代の美術、郷土の芸術家の作品、絵本原
画、現代アートなどの美術作品の購入や寄贈
の受入れを行います。 33

美術品等購入基金
積立事業

美術品等購入基金を運用し、近代の美術、郷土の美術家
の作品、絵本原画、創造性豊かな現代アート等の美術品
の購入に活用します。

・美術品等購入基金にて購入：9点

3 3 3 - 3 継続

美術館

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　④歴史博物館

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

歴史博物館の活用（再
掲）

歴史博物館を歴史資料の保存・継承の場とし
て活用し、市民誰もが歴史に親しみ、学ぶ機
会を提供します。 33

歴史博物館施設管
理事業

歴史資料の保存・継承の場としての環境を最適に保つた
め空調管理等の維持管理を適切に行います。

・建物清掃委託
・空調設備保守管理業務委託
・自動制御設備保守管理業務委託
・エレベーター保守管理業務委託　ほか

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

歴史博物館企画展（再
掲）

テーマを定めた企画展を開催し、歴史や文化
財等を学ぶ機会を提供します。

33

めでたきとり展開
催事業、石器時代
を生きる展開催事
業、土井利位展開
催事業、次期企画
展開催準備事業

歴史博物館における企画展の開催及び、次年度以降の企
画展の準備を行います。

・めでたきとり展　4,020人
・石器時代を生きる展　4,622人
・土井利位展開催事業　1,833人

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

3

歴史博物館常設展（再
掲）

収蔵した歴史資料を中心に常設展を開催し、
歴史や文化財等を学ぶ機会を提供します。

33

収蔵・展示等管理
事業

展示・収蔵品および設備の管理を行うことで、展示品・
収蔵品の劣化を防ぐとともに、地域の人々に歴史文化の
魅力を提供します。

・常設展示室の保守点検を実施
・常設展を開催：306日　22,261人

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

4

歴史博物館祭り展示・体
験（再掲）

万燈や山車などを展示し、体験コーナーで市
民が祭りを肌で感じられる機会を提供しま
す。 33

収蔵・展示等管理
事業

展示・収蔵品および設備の管理を行うことで、展示品・
収蔵品の劣化を防ぐとともに、地域の人々に歴史文化の
魅力を提供します。

・祭り展示室の保守点検を実施
・祭り展示室で展示を実施：306日　18,474人

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

5

歴史資料の収集・整理・
保存・活用（再掲）

収集・寄託された古文書をはじめとする歴史
資料の整理や、出土した埋蔵文化財の適正な
保存を図り、市民が歴史に親しみ、学ぶ機会
を提供します。

33

市史資料整理活用
事業

歴史に関わる資料の調査・整理を行うことで、歴史資料
の保存と活用を図ります。

・資料調査を実施：23回
・資料整理を実施
・新聞データを整理 3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

5

歴史資料の収集・整理・
保存・活用（再掲）

収集・寄託された古文書をはじめとする歴史
資料の整理や、出土した埋蔵文化財の適正な
保存を図り、市民が歴史に親しみ、学ぶ機会
を提供します。

33

埋蔵文化財調査整
理事業

試掘調査や緊急発掘調査に伴う、出土遺物を適正に整理
します。

・市内遺跡出土遺物の整理　
・窓口照会：544件
・試掘・確認調査：21件　
・工事立会：42件

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

6

デジタル化の推進（再
掲）

歴史資料などをデジタル化し、歴史博物館に
おいて閲覧できるようにします。

33

収蔵品管理システ
ム管理事業

歴史博物館の収蔵品管理システムを管理・運用します。 収蔵品管理システムを管理・運用した。

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

7

文化財等体験講座・歴史
講演会

体験講座（土器作り、勾玉作りなど）や歴史
講演会を開催し、文化財等を身近に体験・学
習できる機会を提供します。 33

参加・体験型歴史
文化教育普及事業

歴史文化を楽しみながら学べる機会を提供するため、勾
玉づくりなどの簡単工作や歴史体験講座を開催します。

簡単工作を実施（土日祝・夏休み期間・あいち県民ウィー
ク）
・有料工作：8種類
・無料工作：4種類
延べ参加者数：3,092人

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

8

教育普及 小中学生を対象とした見学や体験講座などを
実施し、地域の歴史や文化を学ぶ機会を提供
します。 33

参加・体験型歴史
文化教育普及事業

市内小中学校と連携し、地域の歴史や文化を学ぶ機会を
提供する他、小中学生を対象とした講座等を開催しま
す。

・市内中学校１年生の歴史博物館見学を実施（6校、参加生
徒数1,423人）
・アウトリーチプログラムとして小学校を訪問し、地域の
歴史授業を実施（市内6校、受講児童数668人）

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　⑤郷土資料館

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

郷土資料館常設展（再
掲）

民具を中心とした収蔵品の常設展を開催し、
昭和の暮らしを学ぶ機会を提供します。

34

― 民具を中心とした収蔵品の常設展を開催します。 ・開館日：306日
・入場者数：8,894人

3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

2

民俗資料の収集・整理・
保存・活用

収集・寄託された農機具をはじめとする民俗
資料の適正な保存を図り、市民が歴史に親し
み、学ぶ機会を提供します。 34

郷土文化教育普及
事業
施設管理事業

民俗資料の保存に適切な環境を保つため、郷土資料館の
施設管理を業者委託するとともに、館内で子供向けイベ
ントを定期的に開催し、民俗資料に触れる機会を提供し
ます。

・施設管理委託料：3,876,961円
・イベント開催実績：30回    893人
・昔の生活体験：4日間　8回　90人 3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

3

はた織り文化伝承 三河地域の木綿や織物の文化を伝承するた
め、はた織りの体験講座を実施します。

34

郷土文化教育普及
事業

はた織り体験講座を「おさの会」へ委託して開催しま
す。

・はた織り体験講座：11人
・親子はた織り教室：106人
・はた織り体験：515人 3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

4

教育普及 小学生を対象とした見学や体験講座などを実
施し、郷土の歴史や文化を学ぶ機会を提供し
ます。 34

― 子供向けイベントを定期的に開催し、昭和の暮らしを体
験する機会を提供します。

・イベント開催実績：30回　893人
・昔の生活体験：4日間　8回90人

3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針４：施設等を活用した文化芸術の振興

　施策の方向性：（１）文化施設の有効活用（文化芸術の振興を図るため、文化施設を有効活用します）

　⑥その他

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

活動場所の提供 総合文化センター（市民ホール）や生涯学習
センターなどにおいて、施設の貸出を行いま
す。

34

― 総合文化センター（市民ホール）や生涯学習センターに
おいて、施設の貸出を行います。

【年間利用者数】
・市民ホール　大ホール：149,049人、小ホール：
43,616人、リハーサル室１：11,464人、リハーサル室
２：9,564人
・生涯学習センター　中央：150,097人、北部：64,846
人、南部：45,401人

3 3 3 3 3 継続

生涯学習課

2

施設見学の受け入れ 総合文化センター（市民ホール）・図書館・
美術館などにおいて、学校による施設見学や
職場体験を受け入れます。 34

― 総合文化センターにおいて、学生や自治体からの視察を
受け入れます。

・施設見学：同行援護従事者研修（2回40人）
 　　　　　  行政視察（三郷市議会9人、盛岡市議会11
人） 3 3 3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

2

施設見学の受け入れ 総合文化センター（市民ホール）・図書館・
美術館などにおいて、学校による施設見学や
職場体験を受け入れます。 34

― 市内６中学校等の職場体験学習、小学生の町探検の一環
としての施設見学及び高校生のボランティア活動を受け
入れます。

・施設見学：3件（346人参加）
・職場体験等：12件（28人参加）
・ボランティア活動：8人参加 4 3 - - - 継続

図書館

2

施設見学の受け入れ 総合文化センター（市民ホール）・図書館・
美術館などにおいて、学校による施設見学や
職場体験を受け入れます。 34

― 小中学生等の企画展鑑賞や職場体験を受け入れます。 ・荒井良二展開催事業：194人
・宇野亞喜良展開催事業：320人

3 3 3 3 3 継続

美術館

2

施設見学の受け入れ 総合文化センター（市民ホール）・図書館・
美術館などにおいて、学校による施設見学や
職場体験を受け入れます。

34

― 小中学生および各種団体の視察見学等を受け入れます。 ・市内中学校１年生の歴史博物館見学を実施（6校、参加生
徒数1,423人）
・その他学校見学：541人、中学生職場体験：15人、
　大学生インターンシップ：4人、博物館実習：8人
・団体見学の受け入れ：23件、延べ563人

3 3 3 3 3 継続

歴史博物館

2

施設見学の受け入れ 総合文化センター（市民ホール）・図書館・
美術館などにおいて、学校による施設見学や
職場体験を受け入れます。 34

― 小学生および各種団体の施設見学等を受け入れます。 ・団体見学受け入れ：22団体　382人
・小学生の施設見学受け入れ：1,477人

3 3 3 3 3 継続

郷土資料館

3

市民センター学習発表会 市民センターにおいて学習発表会を開催し、
市民グループが日頃の成果を発表する機会を
提供します。 34

学習発表会実施事
業

社会教育センター及び市民センターにおいて学習発表会
を開催し、市民グループが日頃の成果を発表する機会を
提供します。

・開催回数：4回
・参加団体数：62団体
・参加者数：1,848人 3 3 3 - 3 継続

生涯学習課

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針5：文化芸術を創造し支える人づくり

　施策の方向性：（１）文化芸術の担い手づくり（文化芸術団体等と連携し、文化芸術活動を支える人材の育成に努めます）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

大学との連携 文化芸術に関連する大学から施策の助言を受
けながら、連携して事業に取り組みます。

35

市民講座開設等事
業

協定を締結した大学との連携講座を開催します。 ・講座数：10講座
・受講者数：331人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

1

大学との連携 文化芸術に関連する大学から施策の助言を受
けながら、連携して事業に取り組みます。

35

文化振興事業 県内の芸術系大学と連携し、学生による作品展示などを
行います。

・名古屋学芸大学　add展2025　：153人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

2

広域圏内との連携 衣浦東部広域行政圏や衣浦定住自立圏内の文
化施設などと、文化行政の連携を深めます。

35

文化振興事業 衣浦東部広域行政圏や衣浦定住自立圏内の文化施設など
と、文化行政の連携を深めます。

・碧南市の芸術文化ホールでのコンサートを開催し、他市
町文化施設との連携を図った

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

3

学校への派遣 学校へ伝統文化の指導者や文化芸術団体、ボ
ランティアを派遣し、子どもが文化芸術に触
れる機会を提供します。 35

― 愛知県が主催する伝統芸能の保存団体を小中学校に派遣
し、民俗芸能を紹介する事業（伝統文化出張講座）を支
援します。

実績なし

0 0 0 継続

文化観光課
（文化振興

係）

3

学校への派遣 学校へ伝統文化の指導者や文化芸術団体、ボ
ランティアを派遣し、子どもが文化芸術に触
れる機会を提供します。

35

文化振興事業 市内小学校においてアウトリーチコンサートを開催しま
す。

・富士松南小学校：376人
・小高原小学校：256人
・日高小学校：532人
・小垣江小学校：284人
・小垣江東小学校・特別支援学校：141人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

4

市民アーティストの起用 まちなかコンサートにおいて、地元で活動す
る音楽家に発表の機会を提供します。

35

文化振興事業 文化工房かりや主催のコンサート「アールマルシェ」
で、市民から出演者を募集します。

・1回開催　4団体出演

2 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

5

美術館ボランティアの育
成

美術館で実施するワークショップにおいて、
ボランティアを育成・活用します。

35

参加・体験型美術
教育普及事業

ワークショップスタッフとして学生ボランティア等を活
用します。

・ワークショップにおける学生ボランティア：10人

3 3 3 継続

美術館

6

芸術家の指導による創作
活動（再掲）

総合文化センター（市民ホール）や美術館に
おいて、芸術家から直接指導を受けながら創
作活動ができる機会を提供します。 35

文化振興事業 中高生向けにオーケストラ関連のワークショップを開催
します。

東京フィルハーモニー交響楽団のメンバーと愛知県在住・
在学の中高生を対象としたワークショップ：4回延べ55人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

6

芸術家の指導による創作
活動（再掲）

総合文化センター（市民ホール）や美術館に
おいて、芸術家から直接指導を受けながら創
作活動ができる機会を提供します。 35

参加・体験型美術
教育普及事業

夏休み・春休み期間中等にワークショップを実施しま
す。

・春（企画展）のイベント：1回　24人
・夏のイベント：4回　62人
・春のイベント：4回　87人 3 3 3 継続

美術館

7

小中学校との連携 小中学校におけるアウトリーチコンサートの
開催など、連携事業に取り組みます。

35

文化振興事業 小中学校におけるアウトリーチコンサートの開催など、
連携事業に取り組みます。

・富士松南小学校：376人
・小高原小学校：256人
・日高小学校：532人
・小垣江小学校：284人
・小垣江東小学校・特別支援学校：141人
・東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートに市内中学
生と保護者を招待：311人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

8

子どもの読書活動の推進 「子ども読書の日」（４月23日）の啓発事業
などを通じて、子どもの読書活動の意義や重
要性を伝えます。 35

― 「子ども読書の日」の関連イベント（図書館見学、しお
り作り体験など）を実施します。

・図書館見学ツアー：参加者数10人

3 3 - 継続

図書館

ＳＤＧｓの達成度
項目
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基本方針5：文化芸術を創造し支える人づくり

　施策の方向性：（１）文化芸術の担い手づくり（文化芸術団体等と連携し、文化芸術活動を支える人材の育成に努めます）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等
ＳＤＧｓの達成度

項目

9

童話を書く講座 森三郎童話賞への応募を目指した市民向けの
講座を開催し、童話の創作活動の普及を図り
ます。 35

講座等開催事業 講師を招いて、森三郎童話賞応募を目指した講座を開催
します。

・参加者数：21人

3 3 - 継続

図書館

10

活字文化の普及啓発（再
掲）

ボランティア団体と協働で、読み聞かせやス
トーリーテリングを実施し、活字文化の普及
啓発を図ります。 35

― おはなし会やストーリーテリングの実施に加え、毎年実
施する講演会等のテーマに沿った本を紹介することで活
字文化の普及啓発を図ります。

・おはなし会、おはなしひろば、ストーリーテリングのお
はなし会を実施
・読書講演会を実施し、関連本を紹介 3 3 - 継続

図書館

11

担い手づくり 行政のみでなく、市民、アーティスト、事業
者など幅広い主体が連携を図れるよう支援し
ます。 35

― 市民、団体、アーティスト、事業者など文化芸術活動を
行う主体のニーズを把握し、相互連携が図れるよう、情
報や機会などを提供します。

刈谷文化協会及び刈谷音楽協会に対して、担い手づくりに
あたっての課題についてヒアリングを実施した。

1 1 1 継続

文化観光課

19



基本方針5：文化芸術を創造し支える人づくり

　施策の方向性：（２）文化芸術活動の支援（文化芸術団体の活動を支援し、その育成を図ります）

取組内容 計画書頁 事業名 内容 R６年度実績 施策の
方向性
の達成

度

4質の高
い教育
をみん
なに

10人や
国の不
平等を
なくそ
う

11住み
続けら
れるま
ちづく
りを

15陸の
豊かさ
も守ろ
う

17パー
トナー
シップ
で目標
を達成
しよう

今後の
方向性

担当課等

1

市民企画の文化芸術イベ
ントの支援

市内の文化芸術団体が企画した展示会や、公
演会などを支援します。

36

文化芸術団体育成
事業
一般事務費事業
（社会教育総務
費）

市内の文化芸術団体が企画した展示会や公演会などを中
心に、市長賞として賞状・トロフィーを下付するなど文
化芸術団体の活動を支援します。

・賞状、トロフィー下付：5イベント

3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

2

文化芸術団体への支援 刈谷文化協会や刈谷音楽協会などの文化芸術
団体の活動を支援します。

36

文化芸術団体育成
事業

刈谷文化協会の事業と運営、及び刈谷音楽協会の事業に
対する補助をします。

・刈谷文化協会（団体補助）：1,950,000円
・刈谷音楽協会（事業費補助）：800,000円

3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

3

ボランティア団体の活動
支援

史跡めぐり及び依佐美送信所記念館の案内を
担うボランティア団体の活動を支援します。

36

依佐美送信所記念
館ガイド事業

依佐美送信所記念館ガイドボランティアの会会員がガイ
ドを行う際の参考とするための研修を実施します。

・県内研修：1回

3 3 3 継続

文化観光課
（文化振興

係）

3

ボランティア団体の活動
支援

史跡めぐり及び依佐美送信所記念館の案内を
担うボランティア団体の活動を支援します。

36

史跡めぐり開催事
業

史跡めぐりや郷土資料館の見学者等に対する案内役を
「刈谷ふるさとガイドボランティアの会」に委託しま
す。

・実施：3回、参加者数：154人

3 3 3 継続

歴史博物館

4

図書館ボランティアの活
動支援

読み聞かせなどを行うボランティア団体の活
動や、指導者の育成を支援します。

36

― 「出前講座」による絵本の読み聞かせや本の修理講座を
開催します。

・絵本の読み聞かせ：1回
・本の修理講座：4回

3 3 - 継続

図書館

5

子どもの読書活動推進体
制の充実

学校・ボランティア・市立図書館ネットワー
ク会議を通じて、子どもが読書に親しむ機会
を提供するボランティア団体などの活動を支
援します。

36

― 学校図書主任・ボランティアグループ・市立図書館職員
が参加するネットワーク会議を実施します。

・開催数：1回
・参加者数：45人

3 - - 継続

図書館

6

総合文化センター市民ス
タッフの活動支援

市民スタッフが企画・運営する、ホール事業
をはじめとした自立的な活動を支援します。

36

文化振興事業 「文化工房かりや」による自立的な活動を支援します。 ・登録者数：30人

3 3 3 継続

生涯学習課
（総合文化
センター）

ＳＤＧｓの達成度
項目
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